
大野トモイ プロフィール

英語（TOEIC895）特技 はっきりモノを言う。性格 夫（拓夫）と１歳の娘。家族

■ 高知県四万十市生まれ。
■ ICU（国際基督教大学）卒業。
■ 大学時代から民主党青年局で活動。
■ 東証一部上場企業正社員

■ 民主党衆議院総支部長（2005年衆院選～2009年衆院選）
■ 民主党衆議院議員公設第一秘書・都内外資系企業人事部管理職を経て、 
平成31年より立憲民主党の横浜市会議員。生活クラブ＆福祉クラブの組合員。

カジノIR
実績

カジノは いらない。給食を！

4年前の選挙時の公約

多くの皆さんと共に議会の中と外での運動を展開し、
住民投票を求める署名活動、2021年市長選挙を経て、

乳幼児一時預かり事業
実績

病児・病後児保育事業
実績

カジノIRを阻止しました！

中学校給食
実績

は、まだまだ発展途上なので、『望む全員が食べられること』
『あたたかさ』『おいしさ』を引き続き追求してゆきます。

任期３年目に実現した中学校給食 ト
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イ
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●あらゆる差別や偏見をなくし、誰もが共生できる地域社会づくり
●障がいのある方たちの働く場や居場所の拡充
●住み慣れた場所で住み続けられるよう、医療と福祉と介護の連携を強化
●認知症対策の推進、高齢者の社会参加の促進

●乳幼児一時預かり・病児病後児保育・ひとり親家庭支援・親子の居場所・
放課後の子どもの居場所・相談先の拡充、保留/待機児童の解消、
●『子どもの権利条約』の理念を活かした子ども施策・教育施策の推進
●インクルーシブ教育の推進、児童虐待防止対策の強化

●道路や橋梁の耐震化、崖地の防災対策、バリアフリーの推進
●高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児などへの災害時の支援強化
●デマンド型交通など、地域の総合的な交通施策の推進
●気候変動対策の強化

誰もが、自分らしく、いきいきと、安心して暮らせるヨコハマを！

「子育て・子育ち・学び」を支えるヨコハマを！

災害に強く、持続可能なヨコハマを！

44
歳

『育ち』を支える
確かな実績
～ハラスメントは、いらない！～
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～すべての人に居場所と出番を～
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